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１　北区感染症サーベイランス　（４年間の北区一定点医療機関あたり報告人数）

　　　　　感染症発生動向調査／北区感染症週報
　　　　　　２００８年34週（8月18日～8月24日）
　　　　　　　　　　東京都北区保健所 保健予防課 結核感染症係　　電話　（３９１９）３１０１

■ 疑似症サーベイランスが2008年7月より開始しました。
　　　 症例のある場合には、コメントにて報告します。
■ 「麻しん」、「風しん」は２００８年１月から全数把握対象疾患【５類感染症】になりました。
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疾病別の＜北区＞定点医療機関数

※　最近３週間の北区一定点医療機関あたり報告人数　（区内定点からの全報告人数／北区定点医療機関数）　

不明発 インフル咽頭結 A群溶血性 感染性 伝染性 突発性 ﾍﾙﾊﾟﾝ 流行性耳 ＲＳウイ 急性出血性 流行性

しん症 エンザ 膜熱 ﾚﾝｻ球菌 胃腸炎 紅斑 発しん ｷﾞ-ﾅ 下腺炎 ルス感染症 結膜炎 角結膜炎

32週 0 0 0 0.5 0.5 1.5 0.5 2 0 0.5 0 5 0 0 0 0
33週 0 0 0 0.25 0 1.25 0.25 1.5 0 0.5 0 1.25 0.25 0 0 0
34週 0 0 0 0.25 0.25 0.75 0.25 1.5 0.5 1 0.25 2.75 0.25 0 0 0

２　北区内の医療機関からの麻しん、風しんの届出数　
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 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律から、最近の感染症発生動向を送付いたします。東京都および、厚
生労働省による集計分については下記のインターネットのホームページでご覧になれます。
　　○東京都感染症情報センターのホームページアドレス
                http://idsc.tokyo-eiken.go.jp/weekly/index-j.html
　　○厚生労働省／国立感染症研究所感染症情報センターのホームページアドレス
　　　　　　    http://idsc.nih.go.jp/index-j.html

水痘ＭＣＬＳ 百日咳手足口病
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(参考）　北区内の医療機関からの麻しん、風しんの届出状況【グラフ】　

今週のコメント（第３４週）

■   今週の北区の感染症の報告数は、夏休みに入った医療機関があったため、通常よりも少ない数の医療機関
　　　からの報告に基づいた数となっております。ご了承下さい。

■　 東京都全域の百日咳の定点当りの報告数は、一時期に比べ減少してきましたが、引き続き注意が必要です。
　　　区内の定点から１件の発生の報告はありました。今年の特徴は成人の感染が際立っていることから、
　　　内科定点の医療機関にもご協力をいたたき、情報の収集に努めていますので、今後も引き続き週報で報告
　　　していきたいと考えております。
　　　百日咳は、乳幼児が感染した場合は重症化することが多く、ときには死にいたることがあるので、ワクチンは
　　　確実にお受けください。成人においては、乳幼児に感染させることのないよう、
　　　咳エチケットを守るとともに、咳が長びくと感じたら百日咳を念頭に早めに医療機関を受診してください。
　　　詳しくは、東京都感染症情報センターのホームページをご覧ください。
　　　http://idsc.tokyo-eiken.go.jp/diseases/pertussis/index.html

■　夏休みなどを利用して、野山へピクニックなどに行かれた方も多いかと思います。
　　 また、これから秋口にかけて、山菜とりなどで野山に入る方もいらっしゃるかと存じます。
　　 野山には特有のダニが生息しており、そのダニに刺されることによって感染する病気があります。

　　　●日本紅斑熱は、マダニに刺されることによって感染します。潜伏期は２～８日間で、全身に発疹が
　　　みられます。発熱、頭痛、倦怠感も伴います。体のどこかにマダニに刺された刺し口があるはずです。
　　　まれに重症化し、死に至る可能性もゼロではありません。
　　　特に、西日本に多い病気ですので、中国地方・四国地方・九州地方の野山に行かれた方は注意してください。
　　　テトラサイクリンという抗生物質が効きますので、野山に行ったあとに上記のような症状がみられた場合は、
　　　速やかに医療機関を受診しましょう。

■　 ヘルパンギーナ及び手足口病の報告は、ともに減少傾向となっておりますが、報告医療機関数が少なかった
　　　ため、一応の注意は必要です。ただし、ともに夏場に流行する感染症なので、夏の終わりとともに今後も報告数
　　　は減少していくでしょう。
　　　感染経路としては、ともに患者のせき、くしゃみによる飛沫（ひまつ）や便に含まれるウイルスによって広まります。
　　　治った後も２～４週間は便にウイルスが残るため注意が必要です。
　　　とくに乳幼児が感染しやすく、乳幼児の場合は、原因となるウイルスはだ液やたんのほか、
　　　便にも混じるため、使用済みのおむつは、すぐに片付け、手洗いは指先から腕までしっかりと行うように
　　　しましょう。  帰宅したら、すぐうがい、食事前には手洗いをしましょう。おむつを片付けた後は特に念入り
　　　に手洗いをするようにしましょう。
　
　　　●手足口病は、腸で増えた病原ウイルスが全身に広がり、手のひら、足の裏、口の中やひざ回りなどに
　　　直径二～三ミリの水疱（すいほう）ができます。高熱が出ることは少なく、熱が出ても３７℃台か、
　　　全く発熱しないこともあります。
　　　基本的には軽症の病気ですが、ごくまれに髄膜炎や脳炎などを引き起こした例があります。
　　　ぐったりしていたり、嘔吐（おうと）や強い頭痛などが続く場合は早めに医療機関を受診してください。
　　　●ヘルパンギーナも、病原ウイルスが腸で増えることで発症します。手足口病と違って、３８～４０℃の
　　　高熱が数日続くことが多いです。のどの奧に水疱ができます。 のどがとても痛いので、つばを飲み込めずに
　　　よだれが流れ出たり、飲み物を飲むのも嫌がったりすることがあります。脱水症状にならないために、
　　　薬局などで売っている経口補液などを少しずつ丹念に飲ませて、水分補給するように心がけましょう。
　　　脱水症状になると、排尿の回数が減ったり尿の色が濃くなります。重症化する前に早めに
　　　医療機関を受診するようにしましょう。
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